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健康米生産者と都市の子どもたちが

稲刈りで交流



②

３
選
果
た
す
も
党
員
票
は
拮
抗

　

自
民
党
総
裁
選
挙
が
9
月
20
日
に

行
わ
れ
、
安
倍
首
相
が
石
破
元
幹

事
長
を
破
り
3
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

3
年
の
任
期
い
っ
ぱ
い
そ
の
任
を
果

た
す
と
、
総
理
大
臣
と
し
て
憲
政
史

上
最
長
の
在
任
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
党
内
の
投
票
内
容
を
み
る
と
、

国
会
議
員
票
で
は
圧
倒
し
ま
し
た
が
、
党

員
票
で
は
拮
抗
し
、
全
国
に
亘
る
党
員
か

ら
の
支
持
は
二
分
し
て
お
り
、
現
職
の
総

裁
・
総
理
大
臣
と
い
う
立
場
と
圧
力
か
ら

す
れ
ば
、
党
員
票
で
は
や
っ
と
勝
っ
た

状
況
と
い
う
の
は
負
け
に
等
し
く
、
こ

れ
ま
で
安
倍
首
相
が
進
め
て
き
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
政
策
や
森
友
・
加
計
問
題
な

ど
の
対
応
に
対
す
る
批
判
票
と
捉
え
る

べ
き
で
す
。

改
憲
案
提
起
の
動
き
加
速

　

今
回
が
最
後
の
総
裁
だ
と
す
る
安

倍
首
相
は
、
こ
の
任
期
中
に
悲
願
で

も
あ
る
﹁
憲
法
改
正
﹂
と
﹁
消
費
税

率
10
％
﹂
を
何
と
し
て
も
成
し
遂
げ

る
事
に
邁
進
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
総
裁
選

直
後
か
ら
﹁
憲
法
改
正
案
を
次
の
国

会
に
提
出
で
き
る
よ
う
取
り
ま
と
め

を
加
速
す
る
﹂
と
話
し
て
い
る
よ
う

に
、
憲
法
9
条
改
正
を
巡
り
戦
争
に

突
き
進
む
国
に
逆
戻
り
す
る
の
か
が

国
会
で
議
論
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
民
の
大
多
数
が
自
民
党
改
憲
案

を
秋
の
臨
時
国
会
に
提
起
す
る
事
に
反

対
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
権
与

党
が
強
引
に
提
起
す
る
事
は
立
憲
主
義

に
明
ら
か
に
反
す
る
こ
と
だ
と
い
う
事

を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
費
税
₁₀
％
を
強
行

　

さ
ら
に
、
来
年
10
月
に
予
定
し
て
い

る
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
問
題
で
す
。

安
倍
首
相
は
10
月
15
日
の
臨
時
閣
議
で
、

来
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
を
10
％
へ
引

き
上
げ
る
事
を
表
明
し
ま
し
た
。
増
税

分
の
使
途
を
﹁
教
育
や
子
育
て
に
回

す
﹂
と
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
消
費
税
増

税
は
選
挙
の
﹁
餌
﹂
の
よ
う
に
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
は
選
挙
前
に
﹁
1
年

半
延
期
﹂
を
訴
え
、
２
０
１
６
年
の

参
院
選
前
に
は
﹁
２
年
半
延
期
﹂
を

打
ち
出
し
て
国
民
の
支
持
を
得
よ
う

と
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
安
倍
首
相
が
今
回
何
と
し

て
も
実
行
し
た
い
消
費
税
10
％
へ
の

増
税
は
、
今
年
の
西
日
本
豪
雨
や
台

風
災
害
、
そ
し
て
北
海
道
地
震
と
全

国
で
多
く
の
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が

今
で
も
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
時
に
増
税
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
が
問
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
、
消
費
税
は
低
所
得
者
ほ
ど
負

担
が
重
い
税
金
で
す
。
税
負
担
は
所
得

の
少
な
い
人
に
は
少
な
く
、
所
得
の
多

い
人
に
は
多
く
負
担
し
て
も
ら
う
と
い

う
﹁
応
能
負
担
﹂
が
原
則
で
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
意
味
で
も
消
費
税
そ
の
も
の

が
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。
今
で
も
生
活

が
厳
し
い
中
、
何
と
し
て
も
増
税
を
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

警
戒
必
要
な
安
倍
農
政
の
農
協
改
革

　

安
倍
政
権
の
肝
い
り
で
進
め
ら
れ

て
い
る
規
制
改
革
会
議
は
10
月
12
日
、

年
内
に
答
申
を
ま
と
め
る
緊
急
課
題

に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
施
策

の
見
直
し
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

簡
単
に
言
え
ば
、
年
内
に
﹁
農
地

の
見
直
し
を
す
る
﹂
と
い
う
も
の
で

す
。
安
倍
首
相
が
進
め
る
農
政
改
革

を
阻
む
岩
盤
規
制
や
制
度
を
こ
と
ご

と
く
打
ち
砕
き
﹁
農
地
集
積
・
集
約

化
を
加
速
す
る
﹂
た
め
の
法
案
を
提

出
す
る
模
様
で
す
。

　

併
せ
て
、
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、

農
協
改
革
集
中
推
進
機
関
の
期
限
を
来

年
5
月
末
に
迎
え
る
事
を
見
据
え
て
、

Ｊ
Ａ
の
信
用
事
業
譲
渡
、
准
組
合
員
の

事
業
利
用
規
制
な
ど
引
き
続
き
圧
力
を

か
け
る
事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
来
年
夏
に
は
参
議
院
選
挙

が
控
え
て
い
る
た
め
、
あ
ま
り
農
協

を
刺
激
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
具
体
的
な
圧
力
は
そ
の
後
か
ら

さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
農
協
は
地
域
に
無
い
と
困
る
存
在
に

　

安
倍
首
相
が
進
め
る
農
協
改
革

は
、
総
合
農
協
を
潰
し
大
企
業
が
農

業
と
そ
の
他
の
事
業
に
進
出
し
て
新

た
な
収
益
源
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
大
規
模
経
営
の
み
が
優
遇
さ

れ
、
家
族
農
業
は
潰
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
た
だ
、
農
業
に
よ
っ
て
地
域

を
守
り
、
自
然
環
境
を
守
り
頑
張
っ

て
き
た
の
は
家
族
農
業
で
あ
り
、
今

で
も
多
く
の
生
産
者
が
家
族
農
業
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
企
業
参
入
や
大

規
模
農
家
だ
け
に
な
る
と
土
地
な
し

農
家
が
増
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
薄

れ
、
人
が
居
な
く
な
り
、
地
域
が
潰

れ
ま
す
。
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

場
や
文
化
、
景
観
を
守
り
、
農
業
に

と
ど
ま
ら
な
い
大
切
な
役
割
を
担
う

の
が
家
族
農
業
で
あ
り
、
農
協
が
そ

こ
に
は
必
要
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

下
郷
農
協
は
、
こ
れ
か
ら
も
家
族

農
業
を
守
り
、
地
域
を
守
る
た
め

﹁
消
費
者
と
提
携
し
、
地
域
農
業
を

守
る
﹂
を
理
念
と
し
て
、
農
家
組
合

員
が
丹
精
こ
め
て
生
産
し
た
安
心
・

安
全
な
農
畜
産
物
を
消
費
者
に
お
届

け
す
る
﹁
産
直
﹂
に
よ
っ
て
、
農
協

と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
地
域
に
必
要
な
農
協
と
な

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

自
民
党
総
裁
選
で
安
倍
首
相
３
選

総
決
算
の
憲
法
改
悪
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣



　

す
っ
か
り
秋
も
深
ま
り
、
少
し
ず

つ
冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま

し
た
。

　

風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
体
調
管

理
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

デ
イ
ケ
ア
で
は
、
午
前
中
は
個
別

リ
ハ
ビ
リ
、
午
後
か
ら
集
団
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
ま
す
。

　

集
団
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
リ
ズ
ム
体

操
・
ラ
ジ
オ
体
操
・
脳
ト
レ
な
ど
を

し
て
最
後
に
は
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

　

今
回
は
競
馬
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
プ
の
芯
に
タ
コ
糸
を
つ
け
、

そ
の
先
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
切
っ
て
作

っ
た
馬
が
い
ま
す
。

　

利
用
者
様
は
手
首
を
上
手
に
使
い

自
分
の
方
へ
巻
い
て
馬
を
引
き
寄
せ

ま
す
。

　

他
の
利
用
者
様
に
負
け
な
い
よ
う

必
死
に
な
っ
て
巻
い
て
い
く
の
で
結

構
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

③

当
番
医
の
お
知
ら
せ

11
月
4
日
㈰
９
時 

～
17
時
、
下
郷
診
療
所
は
日
曜
当
番
医
で
す
。

℡
５
６
–
２
６
３
１

デ
イ
ケ
ア
元
気
村　
　５

６
–
２
３
８
５

　

10
月
11
日
、
大
分
市
の
七
瀬
川
自

然
公
園
で
、
第
33
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大

分
年
金
友
の
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
︵
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
︶

が
開
催
さ
れ
、
下
郷
農
協
を
代
表
し

て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

部
に
下
郷
チ
ー
ム

︵
主
将
・
曽
我
ス
ミ

子
さ
ん
、
江
渕
中
人

さ
ん
、
川
原
敏
明
さ

ん
、
川
原
喜
久
子
さ

ん
、
曽
我
佐
智
子
さ

ん
、
曽
我
美
沙
子
さ

ん
、
福
田
克
子
さ

ん
︶
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は

10
コ
ー
ト
に
分
か
れ

予
選
リ
ー
グ
が
行
わ

れ
、
下
郷
チ
ー
ム
は

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
が
1
勝
2
敗
で

予
選
敗
退
と
な
り
ま

し
た
。

　

た
だ
、
惜
敗
し
た

初
戦
の
相
手
チ
ー
ム

は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
準
優
勝
し
た
強
豪
チ
ー
ム
で
し

た
の
で
、
来
年
は
ぜ
ひ
接
戦
を
も
の

に
し
て
勝
ち
上
が
れ
る
よ
う
、
元
気

で
練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。（

ｆ
）熱戦を繰りひろげる下郷チームの皆さん

『
下
郷
チ
ー
ム
』
惜
敗
、
来
年
こ
そ
は

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
年
金
友
の
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会

競馬ゲームで盛り上がる利用者様



④④

「飲むヨーグルトS-1」
なかつ６次産業推奨品に認証

　９月25日（火）、中津市役所にて６次産業推奨品の認証式が行われ、奥塚市長より
認証書が授与されました。今回の「飲むヨーグルトS‒1」認証は14品目で同時に他３
商品が推奨品に認証され、今後は中津市の特産品としてカタログ作成されアンテナシ
ョップをはじめ市内外の消費者へ行政としてアピール・販売されます。
　６次産業推奨品とは市内の農林水産物を活かして製品化された商品で、８月９日に
中津市職員、専門家、流通業界、金融機関等で構成された審査会でのヒアリングを受
けて認証されました。
　下郷農協の「飲むヨーグルト」は、下郷で生産された新鮮で美味しい生乳を100％原
料に使用し、ほのかな甘みは「さぬき和三盆糖」を使用していることから他にない商
品として認められ、定義に記されている通り【生産者が輝く】【生産物が輝く】【地
域が輝く】【商品が輝く】【消費者もよろこぶ】商品と認められ、６次産業推奨品と
して認証されました。
　今回の認証を契機に農家が将来に向け輝き、下郷地域が支持され輝き、商品自体の
魅力で輝き、利用していただける消費者に喜んでいただける「飲むヨーグルトS‒1」
として多くの消費者に利用していただけるように努力し、さらに下郷農協で第二の認
証品を開発していきたいと思います。



⑤

　

10
月
17
日
に
下
郷
農
協
農
業
倉
庫

で
平
成
30
年
産
米
の
検
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
か
ら
っ
と
し
た
秋
晴
れ
で
、

早
朝
か
ら
組
合
員
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
準
備
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

例
年
下
郷
で
の
検
査
は
3
～
4
回

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
が
2
回
目

に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
登
熟
期
の
気
温
が
高
く
、

そ
の
影
響
を
受
け
た
米
が
例
年
に
比

べ
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
台
風
や
雨
が
稲
刈
り
時
期
と

重
な
り
、
適
期
に
刈
り
取
り
が
出
来

な
か
っ
た
と
い
う
生
産
者
も
多
く
い

た
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
肥
培
管
理
や
水
管
理
、
鳥

獣
害
対
策
に
各
生
産
者
が
努
め
ら
れ
、

昨
年
を
上
回
る
出
荷
数
量
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

米
の
検
査
は
来
月
ま
で
続
き
ま
す

が
、
今
後
も
公
正
・
的
確
な
検
査
で
、

生
産
者
・
消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る

農
産
物
検
査
機
関
と
し
て
頑
張
り
ま

す
。

（
松
岡
）品位格付検査を行う検査員

　

10
月
13
日
、
町
内
樋
山
路
地
区
で

北
九
州
市
の
学
童
ク
ラ
ブ
と
認
定
こ

ど
も
園
の
子
ど
も
た
ち
総
勢
90
名
の

合
同
稲
刈
り
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

圃
場
は
山
間
部
の
棚
田
で
、
気
持

ち
の
よ
い
秋
晴
れ
の
中
、
収
穫
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
生
産
者
に
稲
刈
り
鎌

の
使
い
方
や
刈
っ
た
後
の
稲

の
重
ね
方
、
束
ね
方
な
ど
を

教
わ
り
、
稲
刈
り
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　

未
就
学
児
や
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
に
は
刈
っ
た
稲
を

わ
ら
で
束
ね
る
作
業
は
難
し

か
っ
た
よ
う
で
、
上
級
生
と

生
産
者
が
中
心
に
な
っ
て
稲

を
結
ん
で
掛
け
干
し
を
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

生
産
者
か
ら
色
々
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、

な
ん
と
か
稲
刈
り
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
農
協
の
工
場
敷
地

内
で
生
産
者
と
一
緒
に
恒
例

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
す
。

　

組
合
員
が
生
産
し
た
米
や

肉
、
野
菜
を
と
て
も
美
味
し
そ
う
に

食
べ
て
い
ま
し
た
。
特
に
5
升
炊
い

た
新
米
は
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な

り
、
非
常
に
好
評
で
し
た
。

　

今
後
は
12
月
に
生
産
者
が
学
童
ク

ラ
ブ
を
訪
問
し
、
餅
つ
き
交
流
を
行

う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
（
松
岡
）生産者から稲の束ね方を教わる子どもたち

北
九
州
市
の
学
童
ク
ラ
ブ
と
認
定
こ
ど
も
園

最
盛
期
を
迎
え
た
新
米
検
査

健
康
米
生
産
者
と
合
同
稲
刈
り
体
験
を
実
施

安
心
・
安
全
な
新
米
を
消
費
者
へ



⑥



⑦



⑧

第62回　下郷農協まつり
協同のあゆみ70年　～未来へつむぐ食と農～

と　き：2018年11月11日(日曜日)〔小雨決行〕
        10時開会（９時30分～オープニング）
ところ：下郷小学校グラウンド（下郷農協本所隣）
お問合せ：まつり実行委員会事務局
　　　　　（下郷農協 管理部まで　℡0979︲5₆︲2222） 初出演の上毛龍神太鼓

「ふれあいの店」休業の
お知らせ

　11月11日（日）、購買部ふれあいの店は、農協ま
つり開催に伴い休業とさせて頂きます。ご迷惑をお
掛けしますが、何卒よろしくお願い致します。

「年賀はがき」購入受付中
　お年玉くじ付き「年賀はがき」が、11月1日㈭か
ら販売開始となります。
　購入申し込みは、下郷農協（管理部）でも受け付
けていますので、ご利用ください。

「耶馬溪物産観光株式会社・渓月堂」様

　つながりを大切にする渓月堂様の合言葉は「ふるさと
　まごころ　菓子処」。
　お客様とのつながり、地域や従業員とのつながりを大
切にするだけでなく、お菓子のある団欒を通して、人の
喜びが増えるお手伝いをすることが目標とされています。
　今年の6月より耶馬溪牛乳を使用した「プリン」を渓
月堂の全店舗で販売、また、下郷農協の飲むヨーグルト
S-1は、本店・中央店で購入できます。

本　　店：中津市仲町795
Ｔ Ｅ Ｌ：0979-24-5284
営業時間：9：00～18：00
店 休 日：1月1日のみ休み

店舗紹介
　

10
月
13
・
14
日
、
別
府
市
野
口
原

の
別
府
公
園
で
﹃
お
お
い
た
み
の
り

フ
ェ
ス
タ
﹄
︵
第
42
回
大
分
県
農
林

水
産
祭
︶
が
行
わ
れ
、
下
郷
農
協
ブ

ー
ス
で
は
毎
年
好
評
の
﹁
お
お
い
た

冠
地
ど
り
の
唐
揚
げ
・
炭
火
焼
き
﹂

を
、
農
協
職
員
が
日
替
わ
り
で
販
売

し
ま
し
た
。

　

祭
り
会
場
で
は
、
中
津
か
ら
あ
げ

の
有
名
店
や
焼
鶏
ブ
ー
ス
が
多
い
中
、

冠
地
ど
り
を
試
食
し
て
﹁
柔
ら
か
く

て
美
味
し
い
﹂
と
、
多
く
の
お
客
さ

ん
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
、
安

全
・
安
心
な
畜
産
品
の
宣
伝
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
ｆ
）安全・安心な畜産品をPR

お
お
い
た 

み
の
り
フ
ェ
ス
タ
で
唐
揚
げ
な
ど
販
売

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
・
お
お
い
た
冠
地
ど
り
」
を
宣
伝



理事会だより
　 9月27日に第 6 回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせします。

報 告 事 項：①平成30年産米の買入価格について
　　　　　　②「飲むヨーグルトＳ- 1 」のなかつ 6 次産業推奨品認証書授与について
　　　　　　③その他

第１号議案：8月決算承認の件

その他
・報告事項の平成30年産米の買入価格については、平成30年産慣行栽培米の農協買入価格を、全農おおい

た概算払い金を基に農協独自に価格設定し買い入れることが報告されました。
　「飲むヨーグルトＳ-1」のなかつ6次産業推奨品認証書授与については、なかつ6次産業推奨品制度

として中津市内の農林水産物を活かして生み出された6次産業品をなかつ6次産業推奨品（推奨品名：
なかつファイブスターストーリー）として認証し、広く市内外の消費者に対して販売及びＰＲすること
により、中津市の6次産業の認知度向上及び地域活性化を図ることを目的に平成27年度より実施、9月
25日に認証書を授与したことが報告されました。

・第1号議案の8月決算承認の件については、事業利益△6,298千円の計画に対し△14,609千円で8,311千
円の未達成となりました。

  事業利益は計画対比で、収益部門のうち惣菜1,197千円・食肉795千円・共済675千円が達成、診療所
3,360千円・販売2,456千円・販売商品1,218千円・農産1,150千円・貸付1,145千円等が未達成となりま
した。

⑨

組合員の皆さまへお知らせ
～組合員資格の確認について～

　いつも下郷農協をご利用いただきまして、誠にありがとうございます。
　組合員の皆さまに組合員資格について組合加入当時よりご変更がないか、ご確認をお願いいたします。

１．氏名・住所の変更のあった方

２．正組合員から准組合員への資格変更
　　□農業を辞められた方　　　□1年のうち90日以上農業に従事しなくなった方
　　□農業経営を辞めた法人

３．准組合員から正組合員への資格変更
　　□農業を始めた方　　　　　□1年のうち90日以上農業に従事する方　　　　□農業経営を始めた法人

４．その他の変更
　　□相続による名義変更が必要な方
　　□農業を辞めた方で農用地利用集積計画にもとづき利用権を設定し、農用地利用改善事業実施団体の構

成員となっている方

　上記に該当する組合員の方は、下郷農協（管理部）までご連絡を下さいますよう、お願い申し上げます。
 ２０１8年11月

　※組合員資格につきましては、当農協定款第12条に基づきます。
      

＜お問い合わせ先＞　下郷農業協同組合（管理部）　TEL:０９７９－５６－２２２２



⑩

下
郷
農
協

№
687

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合　
〒
871‒0431  

 
 
 
 

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL　
0979-56-2222 

FAX 
0979-56-3117 

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

１　

武
士
が
腰
に
差
す
物

３　

パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
、
バ
ン
コ
ク
、
北
京
な

ど

６　

８
は
２
の
４
―
―
で
す

７　

英
語
で
は
ゼ
ブ
ラ
。
草
食
動
物
で
す

８　

月
が
出
て
い
な
く
て
真
っ
暗
で
す

10　

タ
ン
ス
な
ど
に
加
工
す
る
軽
い
木
材

12　

家
族
や
ご
く
近
し
い
人
の
こ
と

14　

遠
く
て
近
き
は
男
女
の
―
―

16　

モ
ミ
ジ
と
も
呼
ば
れ
る
木

18　

10
月
は
神
無
月
、
11
月
は
―
―

20　

ネ
タ
や
シ
ャ
リ
な
ど
か
ら
作
り
ま
す

22　

こ
の
ぶ
ん
し
ょ
う
に
は
つ
か
わ
れ
て
い
ま

せ
ん

23　

ヒ
ト
コ
ブ
―
―
や
フ
タ
コ
ブ
―
―
は
砂
漠

で
使
わ
れ
る
動
物

ヨコのカギ
1　アフリカの川や池にすむ動物。体も口も大

きい
２　そろそろスタッドレス――に交換しようか

な
３　まるで取り付く――もない様子だったよ
４　――栽培はオーガニック農法とも呼ばれま

す
５　鳥籠の中に取り付ける棒
７　火事に備えて設置する物
9　音はこれで聞き取ります
11　落語を客に聞かせる職業
13　頭をひねって絞り出します
15　徳川将軍家は三つ葉葵（あおい）
17　机のこと。ライディング――
19　道が十字に交差している所
21　漢字では羊の歯と書く植物

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切
は
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
―
四

　

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
―
五
六
―
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
者
へ
の
開
示
は
一
切
致

し
ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

一
枚
の
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ど
ち
ら
も
応
募
で
き
ま
す
！

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ　「クリヒロイ」
当選者

北九州市　八幡東区　串木　繁 様

先月号のこたえ

先月号のこたえ　⑤＋⑨＝14
当選者

竹田市荻町　後藤　功喜 様

下郷のＨＰの
応募フォーム
からも応募で
きます。


